
遺跡探査で何がわかるか

遺跡、探査と tづ場合、通常は地下に埋没している造構、

造物を地上から非破撲の方法で推定するこ tをいう。し

かし、最近では地上に泣存する石造、木造の!&造物の内

部診断や、発掘で検出された遺構の性絡を1ft定する化学

(1'.)方法もそれに含めて、文化財探査というように、ひろ

く辺解する ことが始ま っている。

地下の遺構、造物を推定する物理探査の方法には各種

あり、そのときの対象によって採用する方法も選択され

るが、できる限り複数の測定原理の異なる方法を用いて、

それらで得た結果を照合することが望ましく、それによ

って探査成果の信頼度もたかまる。

いずれの物理探査でも、求めているのは「土」と「こlニJ

の何らかの差異である。それを知る ことにより、周囲 t

災なる土の範囲、形態やi奈さを限定する。あるいは、土

小の「災物」の存在を推定する。 この場合の拠物として

は、周囲の土と大きく質が述う、金属や空洞、孤立した

大きな石などがあげられる。

土の判別が故も困難な対象例としては位穴や竪穴住居

がある。柱穴では、掘削に際しては内部の土は周辺にー

11寺おき、柱を立てた後にその土を再度埋め戻す。 すなわ

ち、柱穴の内部と周聞の土には基本的差異がない。竪穴

住居でも、通常、住居のrl-Iに雄和している土は間四より

徐々にもたらされたもので、内外の土質の差は小さいと

t、える。

物理探査の方法の中で、';r;:気探査では、地下に屯流を

流すことにより土を判別する。周囲とw:なる土質状態に
ある部分では、例えばi豪やfNtがある倒所ではそのために

水分が多〈、したがって比抵抗が低かったり、喋や砂な

どが多ければ抵抗が27iくなるわけである。

磁気探査では、土と土の差異(;t，、土壌41?磁識の違いや

熱残留磁気を帯びている例所を限定するこ tにより31とめ

る。，ii?磁率をみるときには、土壌の内外で鉄など磁性体

の合有誌に差があれば、その速いて土が判JJIJできると考・

える。熱残留磁気を帯びた11司所は、地磁気に大きな影響

を与えており、地磁気の呉市な部分として観illllされる。

I也'11レーダー探究では、 il!:i皮を地中へ強制(I¥Jに送り込
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み、それの反射、屈折、減去の状態から、土の差興や:1i'¥1

物の存在を知l る。'，l!: ì皮は叫~1'tのiiE う音11分から多〈反射す

る。金属や空ì~1あるいは孤立した大きな石など、 );I~闘の

土111:質が苦しく輿なるイI~I所ては大きな反射カtおこり、

土用が逃う境界商でも反射する。

以上のように、各種探査方法はそれぞれ災なる物理的

要因から土を判別したり、災物の存在を推定する。 言葉

を換えていえば、求めているのは何らかの要素て判別て

きた;りl~.tや、それの規棋や形態が知られるのみで、 hll何

なる遺構であるのかの性緒、どのような材質の造物て.あ

るのかの判断は、追跡調査にたずさわる者がしなくては

ならない。

そのためには、調査者は探査で限定てきた要閃が、何

に起閃する可能性があるかを長nる必要がある。すなわち、

各探査の方法で求めている物理的要素から考rえられる可

能性を限定しなくてはならなL、。たtえば、線状に辿絞

する師狭い土質のj慢なる構造が捉えられた場合、'，l!:気探

査でみたとき、その部分が低比抵抗であれば消やi張であ

る可能性があるし、 72i比抵抗であれば道路 とか石からな

る梢造物を考えなくてはな らないだろ う。

このような探査の方法や原理Jlを理解する ことのほかに、

探究を採用した追跡における考古学的基礎調査を!照合す

ることも重要である。散布している造物からの年代推定

や立地υ也形観察により、遺跡の性格も限定して考えら
れる。問辺遺跡における既往の調査成果を検討すること

も、欠かすことのできない基礎作業である。

ある現場へ臨んで探査を採mする実際においては、当
然ながら、目的をもってそれをおこなう。古墳であれば、

主体制lを探る tか、周j豪の親悦や形態を求めるとか、耳

石の存在位置を知りたいなEである。この例では、求め

る対象がある概略の位置はわかるし、測定すべき純|別も

限定できる。

しカ・し、住居跡すなわち集務を対象と する場合には、

個々の住居の位置は予め推定できなt、。また、それ以外

の消や土坑など各種の泣榊が存在する ことも仮定してお

かなくてはならない。

一度の探筑で、多数の性絡の!Nなる遺構や泣物ぞ対象

とするのは難しいといえるのである。
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